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1 .工事範囲
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1 .工事概要

0工事件名 国立震ヶE陸上競技場等とりこわし工事〈北工区・南工区〉

O工事場所 東京都新宿区震ヶE町 1 0番 1 号及び2号

0工期 平成26年 9月 29日～平成27年 1 0月 1 9 日

O規模
・国立霞ヶE陸上競技場〈北工区・商工区〉

鉄筋コンクリート造、一部鉄骨造
地上5階建地下1 階
延床面積約52,000ni
〈北工区：約24,000ni、南工区：約28,000ni)
外構・その他工事一式
土工事掘削搬出土量 約290,000m3

・日本スポーツ振興センター本部棟〈北工区〉
鉄筋コンクリート造
地上4階建地下2階
延床面積約 4,500ni
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2. 工事工程表〈北・南工区〉
年 2014年（平成26年） 「12ア！201” 5年（平成作）

種 目 1 o r 11 1 2－γ1一一「－－4 r－子一回
月 9 5 7 8 9 10 

延 2 r 3 4 r 5 6 7 8 9 10 J 1 12 13 14 

ゴ陸上競技場（北・南工区）

十準備工事

外部足場・防音パネル

内装・設備・電気・座席解体 1 l ·－－－·－~~·－→ 一一一一一吋 一
白一

アスベスト
よ

フィールド表層解体

一一一一一一一一一一一一ー 一一一一…一一一一一叶 T←一一一一ー

~---2!:里二三三7J.!1本 （搬出入ルート轡2..... _. __ 
一一世田一一一胃

屋外照明器具・電光掲示板解体
•••••• a‘。 ‘ v <•v ・圃圃圃圃圃圃圃圃h・・...

••• u. ・.. .... ・M・－岨“・M

ト一一一 四一町一－－ 十一回

工
ート一一一一一一一

躯体解体・基礎解体
ト一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一一一一一一

杭撤去

整地 （貯水池・排水設備〉
ム 一 ←一一

日本スポーツ掻興センタ一本部（北工区）
山ト …一一回一＿ ..「 ト一一一一

準備工事
一一一一一一一一一一一一一一，p・m・－一一・由一一一一一一 一ー 寸

外部足場・防音パネル

アスベスト撤去・内装解体
一一一·－·－・·－···－－.. －－一一....＿・－一一一一一一一一一一一

躯体解体・地下設備解体

埋戻し・整地
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3. 総合仮設計画

＜安全対策＞

( 1 ）飛散・落下物等の防止
敷地外周には鋼板製の仮固いを設け、建物外周には飛散・落下物

等の防止のため外部〈枠組〉足場、防音パネル、落下物防止棚等を
設置するなど、第三者に対する危害防止に努めます。

(2）交通災害の防止
工事関係車両の交通安全対策として、工事車両の出入口（4力
所〉に誘導員を配置し、運転手への指導と誘導を行い、歩行者等の
安全と工事に起因する交通渋滞の防止を図ります。
また、交通関係の法規を順守し、所轄警察署のご指導を受けて交

通事故防止に努めます。

(3）火災の防止
火気の使用を伴う作業を実施する揚合は責任者を定め、消火器等

の消火設備も整備するなど、防火体制に万全を期します。

5 



3. 総合仮設計画

＜総合仮設計画図＞

ドエミ二）

凡例

二三 車両搬出入ルート
............. 

ー・・・・・・・・圃圃・

・・・・・・・・圃....... 

@ 

仮囲い（鋼板） H=3.0m 

外部（枠組み）足場（防音パネル）

外部（枠組み）
（スロープ撤去後盛り替え）

交通誘導員

騒音・振動計
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3. 総合仮設計画

防音パネル 参考例

.,‘’,. 
’‘鑑胡．，日），， Ill • 、山

／一＋ 一一…一ー一一一～ーー一一ー

/ 
防音パネルイメージ

北立面図 JSC本部棟

防音パネル
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5. 施工管理計画

本工事の施工に際しましては、現場周辺の環境を重視し、努め
てご近隣の皆様方への影響に配慮した工法を採用してまいります。
また、所轄警察署、関係官庁と十分打合せのうえ、安全に努め

ます。

( 1 ）作業日時及び休日について

①作業日時は原則として、午前8時より午後5時までとします。
なお、近隣様への影響力1少ない軽微な作業や片付け、内装解体作業

等につきましては、上記時間外に作業をさせていただく揚合がありま
す。

②休日は日曜日とし、祝祭日は作業をします。

③道路上の建築物のとりこわしなど、所轄警察署等から指導を受け、や
むを得ず休日に作業を行う揚合があります。

④大雨・台風・地震等の緊急対策として、上記以外に作業を行う揚合が
あります。 10 



5. 施工管理計画

(2）とりこわし施工手Jll買〈国立震ヶE陸上競技場〉

①最上部は片持ちと
なっているだめ、コン
クリートガラが落下し
ないよう、外部足場に
落下防止床を設置しま
す。

Jγ~：：5平こ二一

！毎日

②構造体の倒壊を防止
するため、柱4本とつ
なぎ梁を残し以下の手
順で解体を行います。

③上部床の解体＝今解体
したコンクリートガラ
は、下部床の衝撃を緩
和できるように残置し
ます。

④片持ち部分を解体＝今
下部床に集積します。

..－－..... ！ ⑤上部の梁、柱を解体
宣し、次に下部構造体を

解体します。 1 1 



5. 施工管理計画

(3）騒音・振動対策について

作業は、騒音規制法、振動規制法に定められた特定建設作業の規制基
準及び東京都環境確保条例に定められた指定建設作業の勧告基準を順守
し実施します。

建設工事における騒音、振動の発生は、作業の性格上、完全に防止す
ることはできませんが、極力、皆様への影響に配慮した低騒音・低振動
型機械並びに工法〈油圧式圧砕工法等〉を採用し、解体建物外周の外部
足場には防音パネルを設置いたします。

なお、一部、圧砕工法で解体できない部分は、大型ブレー力ーを使用
することがあります。

粉塵抑制対策としては、敷地の周辺を仮固い〈高さ3m）で養生し、
十分な散水を行うほか、強風による解体粉塵等の飛散を防止するため、
作業所内は常に清掃するよう努めます。

騒音振動計を北工区・南工区に各1 箇所設置します。 （位置は前掲〉

12 
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施工管理計画

アスベストについて

5
 

アスベストを含む建材を解体したり改修作業をする時のアスベスト
〈石綿〉粉じんの飛散のしやすさ〈発じん性〉で、下表の3つのレベル
〈レベル 1 ＞レペ7レ 2 ＞ じ夫九ち可喜三位デナ lご穿惹ぎ汗でし帝京 国

今回の工事範囲には、 レベル2、 3のアスベスト含有建材があります
が、レベル1 （飛散性〉のアスベスト含有建材はありません。

レベル 1 と同様の除去工法を採なお、レベル2の塗装材については、
用します。

低

レベル3 、

フレキシブルボー
ド・ケイカル板

（非飛散性床・
壁・天井仕上げ材〉

-+ 

I レベル2

1塗装材・保温材・
．断熱材
; c設備配管等〉

、

高
レベル1

吹付け材等
（飛散性吹付
ロックウール等〉

一
分

性
一
区

散
一
ル

飛
一
ベレ

名称

16 



5. 施工管理計画

(4）アスベストの除去工事について

＜方針＞

アスベストの除去工事の施工に際しては、労働安全衛生法、大気汚染
防止法、環境確保条例、アスベストの廃棄物の適正処理指導指針等を遵
守し、飛散防止養生を徹底し、除去作業を行います。廃棄物については、
関係法令にのっとり、適正に処分を行います。

アスベストの除去にあたっては、関係法令に基づき、石綿作業主任者
を選定し作業を行います。

アスベストの除去に従事する作業者は、関係法令に基づく特別の教育
を受けた者をあてます。

17 



5. 施工管理計画

アスベスト塗装材の撤去手順

① アスベストの作業揚から外部への飛散防止するため、負圧
除重装置により、常時負圧を保つ。

② 前室、洗浄室及び更衣室のセキュリティーゾーンを設置。

③ アスベスト材を粉じん飛散抑制剤等により湿潤化。

④ 粉じん飛散抑制剤等の効果を確認し、ケレン棒等で掻き落とす。

⑤ 除去面に粉じん飛散防止処理剤を散布。

⑥ 徹去したアスベスト材は適宜、プラスチックの袋に入れ、粉じん
飛散抑制剤等を散布し密封処理。

18 

⑦ 密封処理したものは特別管理産業廃棄物として埋立処分。



5. 施工管理計画

アスベスト配管工ルボ〈し型配管継手〉の撤去手順

① アスベスト材の隙去に伴い、作業揚から揚外への飛散防止
のため、養生シート等を用いて区画。

② 養生後に、粉じん飛散抑制剤等により湿潤化。

③ 湿潤後、アスベストの使用されていない部分で切断して、

更に専用のビニールで密封。

④ 除去作業終了後、高性能真空掃除機で床等を清掃。

⑤ 密封処理したものは特別管理産業廃棄物として埋立処分。
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5. 施工管理計画

アスベストの成形板等の撤去手順

① アスベスト材の除去に伴い、作業揚から揚外への飛散防止
のため、養生シート等を用いて区画。

② アスベスト材の除去は、散水等により湿潤化。

③ 撤去は手作業で行い、なるべく割らないように撤去。やむ

を得す割る揚合は、十分に湿潤化する。また、割ったアス

ベスト材は、湿潤化のうえ、丈夫なプラスチック袋に入れ

る等飛散防止の措置を講ずる。

④ 除去作業終了後、高性能真空掃除機で床等を清掃。

⑤ 密封処理したものは特別管理産業廃棄物として埋立処分。 20 



5. 施工管理計画



5. 施工管理計画

大型ダンプのフロントガラスヘ設置

国立霞ヶE陸上競技揚等
とりこわし工事

関東建設興業株式会社

22 



6. その他

発注者 独立行政法人日本スポーツ振興センター

電話： 03-5 41 0-9 1 5 3 

担当：阿部、麓藤、水津、山本、黒田

施工監理 株式会社岡野建築設計事務所

電話： 03-3404-0359

担当：竹内・笹本
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6. その他

施工者： 関東建設興業株式会社
電話〈東京支店〉 03-5846-3395 

北工区現場代理人大崎昇 南工区現場代理人茶谷薫
監理技術者黒政勝夫 監理技術者長崎久弥

0工事現場の連絡先は、現場事務所に電話を設置次第、周辺に設置する
お知らせ看板にてお知らせします。

0本工事においては工事ルールを定め、周知徹底を行うとともに、各工
事関係者のマナー向上に努めます。

0工事期間中は、ご迷惑をおかけしますが、ご理解を賜り、ご協力をお
願い申し上げます。

Oお気づきの点がございましたら、遠慮なくいつでも交通誘導員にお申
し付けください。
速やかに現場代理人に連絡し、適切な苅応をいたします。
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